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下大和田・小山町谷津田だより －2026年 ７月 No.293号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田の活動＞  

第318回下大和田 YPP「田の草取り」 2026年６月 ６（土） 晴れ  

今年の田の草取りはとても楽でした。冬の間からこの日までにしっかり水を入れていたためか雑草はとて

も少なかったのです。ここでいう雑草とはムツオレグサ、コナギ、オモダカ、ヘラオモダカ、イヌビエなど

です。まだ小さく、しかも今回、雑草取りをしましたので、ますます稲は元気に、雑草は少なくなるでしょ

う。嬉しかったのは貴重種のサンショウモの生存を確認できたことです。この田んぼの隅にいました。草取

りを終えた後に子どもたちで谷津田運動会「雑草バケツ投げ込みゲーム」を行いました。もう一方の作業は

森の手入れでした。駐車場に利用する森の入り口付近の樹木を片付けました。途中から田の草取りを終えた

人も合流してにぎやかに森の作業をしました。この日は我々がいる間、ホトトギスの鳴き声が谷津田になり

響いていました。  参加者１８名（大人１２名、大学生２名、小学生３名、幼児１名）報告：平沼勝男 

 

第317回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い   2026年６月 ７（日） くもり       

最初オオヨシキリが盛んに囀っている谷津田を歩きました。一面ガマでおおわれていましたが、雄花の花粉

がパンの材料になるとの話を聞き参加者から「へ～」という声が上がりました。田んぼにはサンショウモやた

くさんのホトケドジョウも観られて、改めてここが貴重な環境を維持していると実感しました。 

森に入ると、観察路はヌルデやアカメガシワ、アズマネザサが伸び放題。植物の成長力に驚かされました。

相変わらずあちこちでガビチョウが大きな声で鳴いていました。サンショウの実を味わったりして今回も楽し

い観察会になりました。参加者１９名（大人１３名、大学生１名、小学生４名、幼児１名） 報告：田中正彦 

                   

臨時草刈りと階段の補修  2026年６月１３（土）晴れ  

この日は森の観察路を中心に、刈払い機で草刈りをしました。田んぼの方は、先日の草取りのおかげで、鏡

のようにきれいになっていましたが、観察路の植物は梅雨の雨をたくさん吸って、鬱蒼としていました。日中

は汗がべたつくほどの陽気で、熱中症に気をつけながら作業を行いました。道路から広場に上がる階段の一つ

を補強しました。斜面に杭を打ち、土留めの板を差し込んで土を入れる単純なつくりですが、杭を打つのも土

を入れて踏み固めるのも重労働です。私も掛矢(杭を打つための大きな木槌)を持たせてもらいましたが、とん

だへっぴり腰でまだまだ修行が足らんなと思いました。参加者５名（大人４名、大学生１名）報告：鈴木郁也 

① 森と水辺の手入れ「森の階段づくり」と② 第 17回 下大和田ヘイケボタル観察会 報告：平沼勝男 

2026年６月２１日（日） ①15:00～17:30, ② 18:30～20:00 くもりのち晴れ 

① この日の森と水辺の手入れは、次のホタル観察会とつなげるため、午後 3時スタートにしました。 

森の手入れは階段作りです。毎月第一日曜日に開催される自然観察会のコースの中で、森の中で台地に上る

場所が難所となっていたので階段を設置しました。階段と言っても杭を２本打ち、間に土留めの板を入れる，

この連続の簡単なものです。完成には至りませんでしたが、登りやすくなりました。田んぼの方では、南側の

畦が崩れ、水位が下がっていましたので修復しました。再び満水となり素晴らしい田んぼになりました。 

参加者６名（大人４名、大学生１名、小学生１名）  

② 恒例の下大和田谷津田ホタル観察会を行いました。大勢の人が集まってくれました。中には懐かしい顔ぶ

れも、また初めての方もいました。この日は夏至という事でなかなか暗くなりません。日没時間は 18時 58分。

19時を過ぎても暗くなりません。おかげでスタッフからたっぷりとホタルの説明と、用意してきたウミホタル

手にして光らせる実演もできました。19 時 30 分頃になりようやくホタルが出始めました。時間を追うごとに

だんだん増えていくと思っていたら、たいして増えません。例年よりかなり少ないようです。恐らく気温が低

いことが原因と思います。今年の梅雨は気温が低めで過ごしやすいのはいいのですが、ヘイケボタルには低か

ったようです。それでも、風がないためゆらゆらと浮遊する光の幻想的な夜を楽しみました。 

参加者２３名（大人１３名、大学生３名、中学生２名、小学生３名、幼児２名） 

 ＜小山町の活動＞ 

☆あすみが丘小学校田んぼ草取り  2026年６月１２日（金）くもり  

田んぼの作業は、まずはあすみ田んぼをぐるっと取り囲んで、稲の生長とどんな雑草が生えているかの観察から

スタート。小さかった苗が大きく生長していることを確認したあとは田んぼに入って草取りをしました。稲と稲の

間を 1 人 1 列ずつ任されて、歩きながら雑草を取って丸めては泥の中に埋め込んでいきました。みんな一生懸命作

業していました。自然観察では田植えの時にたくさんいたオタマジャクシがちびガエルになっていたり、新しく羽

化したトンボを見つけたり、梅雨の季節の発見がいっぱいでした。        報告：江澤芳恵・高山邦明 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



☆大椎小学校田んぼ草取り  2026年６月１７日（水）晴れ  

田植えから 1か月、稲がグンと生長しましたが、その脇で雑草も伸びはじめているので田んぼに入って草取

りをしました。田植えの時の感触を忘れてしまって、最初は足が泥に触れるのに抵抗がある子がたくさんいま

したが、すぐに慣れて腰をかがめてがんばって草取りをしてくれたのですっかりきれいになりました。途中イ

ネの間から 8センチくらいある大きなアカガエルが出てきてみんなで追いかけて捕まえました。自然観察では

5 ミリくらいのコオイムシの幼体や豆粒くらいの貝の卵塊を見つける子どもたちの観察眼にびっくり。保護者

の方々をはじめとしたボランティアは田んぼの周りの草刈りをしてくださり、とてもすっきりとした田んぼに

変身しました。                                   報告：高山邦明 

☆第 246 回 小山町 YPP「古代米の田植え・田んぼの草取り」 ６月１４日（日）くもり＆２１日くもり 

残っていた古代米の田植えのため、14日に急遽集まって黒米と緑米を植えました。田んぼにはコナギが芽ばえて

いたので最初にレーキがけをして草取りをしながらの田植えでした。21日は主に田んぼの畦の草刈りをしました。

隣接する休耕田に密生するマコモやアシは刈払機で刈りましたが、草やぶの中にイノシシのけもの道ができていて

草刈りがイノシシ防除に大切なことを実感しました。参加者：14日 大人３名・21日 大人４名 報告：高山邦明 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ６月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 
6/ 6 キビタキ、ウグイス、シジュウカラ、ヒクイナ、ホオジロ、ホトトギスのさえずりで谷津田はにぎやか。ガビチョウも盛んに鳴く。

他にセグロセキレイ、ダイサギ、カワセミ、ツバメを見かける。トンボでは、田んぼにシオカラトンボ、水路にニホンカワトンボ。 

6/14 オオヨシキリ盛んに鳴く、他にガビチョウ、ホオジロ、ウグイス、シジュウカラ、ホトトギス、ツバメ。トンボでは、ノシメトン

ボ、アキアカネ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボ、ニホンカワトンボ。 

6/28 台風 7 号 8 号が去ったあと、下大和田は大雨の影響もそれほどなく、川の水位は高い状態でした。ウグイス、オオヨシキリ、ホト

トギスのさえずり。特にホトトギスは盛んでした。ヒクイナは警戒音を出していました。長雨が続いたせいか、田んぼに生えるオモダ

カの花にベニシジミとモンシロチョウが吸蜜していました。トンボではアジアイトトンボの連結ペア、オオシオカラトンボのメスが田

に来ていました。ミスジマイマイなどのカタツムリも活発でした。 

＜小 山 町＞ 報告 高山邦明 
6/ 1 カノコガをよく見かける 6/ 2 クリやヤブカラシが咲く、ムラサキシキブの花にクマバチが多数訪れる。 

6/ 4 斜面林でミズキやケンポナシが咲く 6/14 キジのメスが子ども 5 羽を連れていた 6/16 アキアカネが羽化、久しぶりのカワセミ

が田んぼに来ていた 6/19 コガネグモが大きな円網を張っていた、イネの間でアジアイトトンボが飛ぶ 6/20 ガビチョウがサシバの

鳴きまねの“ピックィ～”、ビロードハマキ(蛾)を見かける、マイコアカネが羽化 6/22 幼鳥らしいオオヨシキリが 2 羽飛ぶ、メスの

ホトトギスの姿を見る、キイロスズメバチがヤブカラシの花を訪れる、ハンショウゲ、オモダカ、ネムノキなどが開花 6/26 オオアオ

イトトンボやコノシメトンボが次々と羽化、ナツアカネを初めて見る。  

【イベントのお知らせ】主  催：ＮＰＯ法人  ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞  連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  ,  E-mail  ：  yatsudasukisuki@gmail.com 

・お楽しみ会      ※７～８月の「森と水辺の手入れ」と「森の手入れ」は猛暑のため実施しません。 

日 時：2026年 ７月２５日（土） １０時 00分～１２時  

内 容：普段活動している谷津田で、魚採りやザリガニ釣りなどを楽しみます。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、運動靴、軍手、帽子、飲み物、あれば手網,バケツ.午後まで活動する方は弁当、敷物 

・第 319 回  観察会とゴミ拾い   
日  時：2026年  ８月  ２日（日）  ９時 45分～１２時    雨天決行 
内  容： こどもたちの大好きなカブトムシやクワガタムシ、トンボやセミなど夏の虫の季節です。真夏の太陽 

の下、都市部よりちょっぴり涼しい木々の森と谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物    参加費：100 円 

・第 319回 下大和田ＹＰＰ「かかしづくり」 
日 時：2026年 ８月 ８日（土） ９時 45分～１４時 雨天中止   

内 容：竹を切り出し、田んぼの守り神のかかしを作ります。 
持ち物：かかしに着せる古着、長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：ちば環境情報センター会員以外 300円、会員は無料（小学生以上） 
＜小山町谷津田＞  連絡先：高山  E-mail：ceic.ypp.oyama@gmail.com 

▼第  247 回  小山町  YPP「田んぼの草取り」   田んぼの草取りや畦の草刈りをします。 

日  時：2026 年  ７月１１日（土）  ９時～１２時  ☆小雨決行 

場  所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：田んぼ用長靴（もしあれば）・防水手袋・飲み物 

☆どなたでもお気軽に参加いただけます。初参加も歓迎です！参加のご希望、お問い合わせは、上記メールでご連絡下さい。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 


